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本章の目的 

 

 クラスタリング…教師データなしで、入力データ間の類似度、  
比類似度を手掛かりに、データをいくつかのクラスタにグループ
分けすること 

 

比階層的、階層的な手法が存在 

⇔混合分布で表現=混合正規分岐モデル 



10.1 距離の公理 

•



10.1 距離の公理 
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10.2 非階層型クラスタリング(K-平均法) 

•



10.2 非階層型クラスタリング(K-平均法) 
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10.3 階層型クラスタリング(融合法) 
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10.3 階層型クラスタリング(融合法) 

•



10.3 階層型クラスタリング(融合法) 

10.3.3 完全連結法 

 最遠隣距離(最も類似度の低いデータ間の距離)をクラスタ間
の距離にする手法 

 

 クラスタに一つデータが追加されると、他のクラスタとの距離
は大きくなるか、または変化しない 

同じようなサイズのクラスタができる傾向 

連鎖効果は起こらない 



10.3 階層型クラスタリング(融合法) 

•



10.3 階層型クラスタリング(融合法) 

•



10.4 確率モデルによるクラスタリング 
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